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1.令和４年度常葉大学附属橘中学高等学校「学校評価」実施要項 

１．「学校評価」の実施目的と定義 

（１）実施目的 

① 学校運営の組織的・継続的な改善 

各学校が、自らの教育活動その他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、その達成

状況や達成に向けた取組について評価することにより学校として組織的・継続的な改善を図る。 

② 保護者・学識関係者等との連携協力による学校づくり 

各学校が、自己評価および保護者など学校関係者による評価の実施とその結果の公表・説明

により適切に説明責任を果たすとともに、学校関係者から理解と助言を得ながら学校作りを進

める。 

③ 教育水準の保証と向上 

各学校の設置者等が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の改善措

置を講じることにより教育力の向上を図る。 

 

（２）定義 

① 教員自己評価  

学校評価の最も基本となるものであり、当該学校の全教職員が参加し、設定した目標や具体

的計画等に照らして、その達成状況や達成に向けた取組の適切さ等について評価を行うもの

である。 

② 学校関係者評価  

保護者、学識関係者等の学校関係者などにより構成された評価で、委員会等が、自己評価

の結果について評価することを基本として行う評価。保護者、地域住民、その他の学校関係

者などにより構成された委員会等が、その学校の教育活動の観察や意見交換を通じて、自己

評価の結果について評価することを基本として行うものである。 

 

２．「教員自己評価」の実施 

（１）実施目的 

 ① 学校の実情に応じた創意工夫 →学校の長所と課題を踏まえた取組み 

 ② 評価項目の精選 →意識的に取り組めるように絞り込む 

 ③ 学校として組織的に取り組む→優れた教員集団となり「教育の質」「学校の質」の向上に繋げる 

 

（２）重点目標（教員対象） … 「教員の資質向上」 

 ① 教師の資質向上（優れた教員集団を目ざす）、「教育の質」「学校の質」の向上 

 ② 生徒・保護者の学校満足度・愛校心を高める 

 

（３）「教員自己評価」と目標達成のための実践 

① 「学校自己評価」の目的と重点目標、評定項目（実践目標）を十分理解し、「教員自己評価表」

の「評定要素（1）～（10）」評定項目を４～１の４段階で自己評価し提出する。 
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⚫ 第１回教員自己評価表の提出【9月 8日(木)配布→ 9月 28日(水)締め切り】 

Classi にて回答するとともに、自己評価用紙に記入し望月寿机上の箱へ提出する（第 2 回

評価時に返却）。 

※用紙の取り出し方法…PC「データ」→「学校評価」→「令和 4 年度学校評価」→「自己評価表（中

高）シート Excel」 

⚫ 第２回教員自己評価表の提出【令和 5年１月 24日（火）配布→2月 13日(月) 締め

切り】 

Classiにて回答する。第 2回は評価理由も記載する。用紙での提出は不要。 

 

② 教員自己評価の公表［3月末～4月上旬］ 

報告書を作成し職員会議で報告・検討する。また、設置者（理事長）へ報告後、HPに掲載する。 

 

３．令和４年度 学校関係者評価の流れ（概略） 

（１） 学校関係者評価委員への依頼 … 2月上旬  

（２） 学校関係者評価 … 3月 4日（４名） 

（３） 結果報告・公表 … 3月末～設置者（理事長）に報告後、HPに掲載 5月下旬～私学振興課

に報告 

 

 

 

 

 

 

 

教員自己評価概要（次ページ）の摘要 

※1【自己評価の平均スコア】 専任教員 68 名（管理職･ALT･非常勤を除く）による４段階     

（1～4 ４が最高）の自己評価スコアを平均した値 

※2【項目別の評価の基準】 第 2 回自己評価平均が 3.30 以上＝Ａ、2.70～3.29＝B（3.25 以

上＝Ｂ+）、2.00～2.69＝C、1.99 以下＝Dと評価 

※3【要素別の評価の基準】 ※2の評価をもとに判定 

※4【学校関係者評価委員】 ＰＴＡ役員、近隣町内会役員、大学教員、卒業生保護者の 4 名 
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2． 令和 4年度 常葉大学附属橘中学高等学校 教員自己評価の概要 

 

第１回

(10月)

①

第２回

(2月)

②

3.30 3.38 0.08 A

3.40 3.48 0.08 A

3.14 3.06 -0.08 B

3.34 3.20 -0.14 B

3.60 3.62 0.02 A

2.96 3.06 0.10 B

3.26 3.36 0.10 A

3.46 3.38 -0.08 A

2.92 3.23 0.31 B

2.92 3.00 0.08 B

3.31 3.15 -0.15 B

3.12 3.39 0.27 A

3.24 3.24 0.00 B

2.94 3.09 0.15 B

3.30 3.52 0.21 A

2.94 2.82 -0.12 B

3.12 3.24 0.12 B

3.21 3.36 0.15 A

3.27 3.20 -0.07 B

3.13 3.20 0.07 B

3.20 3.13 -0.07 B

5 副担任

1.学年業務への取り組み

B2.学級経営への補佐

3.生徒理解

B

B

2.教室内の整理・整頓・清掃・私物管理の指導

3.学習意欲を高める指導

4.行事への取り組み

5.校則・マナー指導

6.進路指導

7.保護者との信頼関係

4 学

級

指

導

学級担任

1.生徒理解と掌握

3

学校運営 1.教育目的・目標・方針に沿った企画・運営

B分掌課長、学年主

任、科・コース主

任、教科主任

2.新しい企画や工夫・改善策の提案

3.職務全般の掌握とリーダーシップ

4.会議等への積極的な参加

B

2.教育職員としての品位・礼節

3.教育力向上のための積極的な取り組み

2
勤務状況・勤

務態度

1.学務および事務的業務の確実性

A
2.情報管理および貴重品管理

3.他の職務・領域への協力的姿勢

4.自己の職務への責任と改善

B+

A

B

令和４年度　常葉大学附属 橘 中学・高等学校

　　　　　　学校自己評価及び学校関係者評価概要

NO. 評定要素 評　　価　　項　　目

自己評価の平

均スコア※1
変化

②－①

項目

別の

評価

※2

要素

別の

評価

※3

参考

昨年

度要

素別

の

評価

1
教育職員とし

ての自覚

1.所属校の教育目的・教育目標、教育方針の理解

AA
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第１回

(10月)

①

第２回

(2月)

②

2.98 3.00 0.02 B

3.18 3.27 0.08 B+

3.29 3.18 -0.10 B

3.16 3.10 -0.06 B

2.82 2.96 0.14 B

2.92 3.04 0.12 B

2.98 2.94 -0.04 B

3.40 3.40 0.00 A

3.08 3.02 -0.06 B

3.08 2.98 -0.10 B

3.24 3.32 0.08 A

3.12 3.10 -0.02 B

3.30 3.32 0.02 A

3.52 3.58 0.06 A

3.38 3.39 0.01 A

3.74 3.78 0.04 A

3.62 3.68 0.06 A

3.14 3.22 0.08 B

3.22 3.18 -0.04 B

3.20 3.20 0.00 B

3.57 3.51 -0.06 A

3.31 3.37 0.06 A

3.53 3.57 0.04 A

3.22 3.26 0.04

3.13 3.21 0.08

3.06 3.19 0.13

※1　【自己評価の平均スコア】　専任教員68名（管理職･ALT･非常勤を除く）

による４段階（1～4　４が最高）の自己評価スコアを平均した値

※2　【項目別の評価の基準】　　第2回自己評価平均が3.30以上…Ａ　2.70

～3.29…B　2.00～2.69…C　1.99以下…D

※3　【要素別の評価の基準】　　※2の評価をもとに判定

※4　【学校関係者評価委員】　　ＰＴＡ役員、近隣町内会役員、大学教員、

卒業生保護者の4名

2.技術的指導＋生活指導

3.生徒・保護者の心情理解

部活動、生徒会

活動、委員会活

動

4.生徒の意欲を伸ばす指導

令和3年度

Ｂ+

教育活動に伴うリス

クマネジメント

1.教員が利用するSNSガイドラインの遵守

A

２.学校リスクの理解と安心安全への取り組み

5.用具や備品の管理

6.運営資金の管理・適切な運用

平均点

A

7
進路指導・生

徒指導

1.面談等による高い進路目標を持たせる指導

B

A

令和2年度

10

特別活動

1.活動目的・目標の明確化

A

1.生徒観察、情報収集による兆候発見

A

9

8 いじめ対策

2.「いじめ防止基本方針」にそった速やかな対処

B

2.生徒の学力、特性を伸ばす指導

3.生徒の心情・行動の理解

4.生徒・保護者の信頼獲得

5.進路情報の活用

6.各種検定(英検、漢検、数検など)の呼びかけ

7.生活指導(校則・マナー、提出物)

8.学習環境指導(清掃、私物管理)

要素

別の

評価

※3

6 学習指導

1.指導者としての専門的な知識・技能

B

2.授業力向上の努力

NO. 評定要素 評　　価　　項　　目

自己評価の平

均スコア※１
変化

②－①

項目

別の

評価

※2

3.小テストや課題の実施

4.教材研究、教科研修への取り組み

5.補習などの課外指導

B

参考

昨年

度要

素別

の

評価
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3．教員自己評価の詳細と、自己評価に対する学校関係者評価委員の意見 

評定要素１ 私学教育職員としての自覚  【評価 Ａ】 

1-１．所属校の教育目的・教育目標・教育方針をよく理解して教育活動を行ったか【評価 Ａ】 

⚫ 分掌、学年、教科、科コースなど、学校のさまざまな組織から提示される、目標や具体的

な指導方針を理解し、学校のために、やるべきことやできること、自分の役割等を考えな

がら、教育活動を行っている。 

⚫ 目指すものとして常に意識はしているが、現実の学校生活の中での生徒・教員への浸透具

合はまだ不十分な感じがする。 

⚫ 今年度から制定したグランドデザイン※を念頭に置き、教育活動を行ってきた（多数）。

※学校案内パンフレット１ページ参照 

⚫ 建学の精神「より高きを目指して」をもとに、コースの特色の具体化に向け取り組みを継

続している。 

⚫ グランドデザインを日ごろの授業や行事と結びつけようと心がけ、常に生徒が教員ととも

に Learning for Life※となるためにはどうしたらよいか考える日々になっています。※建

学の精神「より高きを目指して」に近年追記された精神で、Life には「幸せ」の意味を込

めている。 

⚫ 自ら人間性を高める努力を行い、生徒に信頼される教員となれるように言動行動に気を付

けた。 

⚫ 学校としてのミッションやポリシーが出たことで、行事や新しい取り組みへの目的が立て

やすくなっている。 

⚫ 自分なりに理解して活動を行ったが、生徒保護者に伝えきれない部分が多々あり、反省点

ばかりだ。 

⚫ 教科において生徒に実践してもらいたい具体的目標を設定し、実現するためのスケジュー

ルを立て、担当する教員と常に情報や状況を共有し話し合いながら進めることができた。 

⚫ 授業や指導などを行う際、生徒がどのような力を得て、成長できるかを意識して教育活動

を行えたと考える。 

⚫ グランドデザインを意識した学習活動を常に心がけ、外部に向けても本校の教育内容や魅

力発信に努めた。 

⚫ もう少し、グランドデザインを意識した活動にしていく必要がある。 

 

2022 年 9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

← 評価 4（最高） 

← 評価 3 

← 評価 2 

← 評価 1（最低） 平均 
3.30 
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2023 年２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

1-２．教育職員としての品位・礼節を保ち、教育活動に当たっているか 【評価 Ａ】 

 

⚫ 生徒募集につながる教育活動になるよう心掛けている。学校説明会などにおいても、

募集活動としての高い意識を持って活動している。 

⚫ 教員である以前に人として、大人として、生徒の前では言葉遣いや服装等に気を付け

ている。 

⚫ 自身の背景に学校があることを意識して行動するようにしている。 

⚫ 自分の立ち振る舞いや言葉遣いはそのまま生徒の言葉遣いに反映されることを肝に

命じて業務を行っている。 

⚫ 常に誰かに見られているという意識を持ち、外部の方との打ち合わせを行ってきた。 

⚫ 物事に取り組む際は、生徒のためになっているか、教育として成立しているかを自問

し、同僚と確認しながら取り組んだ。 

⚫ 生徒の手本となりながらも、時には心を許せる存在となり生徒の後押しができるよう

心掛けた。生徒との距離感を近すぎず遠すぎず適切な範囲であるよう特に留意した。 

⚫ 生徒を指導し、彼らと信頼関係を構築するにあたり、これが最も重要なことであると

思うので普段から気をつけている（多数）。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 
   

 

平均 
3.38 

平均 
3.40 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

 

1-３．研修などに積極的に取り組み、教育力向上に努めたか 【評価 Ｂ】  

 

⚫ ClassPad.net※の講習などに積極的に参加したから。そのために入念な準備を行い、

授業の改革に努めた。※全生徒が加入している電子辞書とデジタルノート機能を持つ

ICT プラットホーム 学校案内 4 ページ参照 

⚫ 全員参加の研修会では積極的に参加したが、自発的に他の研修会に参加する余裕がな

かった（多数）。 

⚫ 次世代リーダー研修のメンバーとなり、視察に参加し、その視察で学んだことを授業

に生かし、新しい取り組みをすることができた。 

⚫ Find！アクティブラーナ－※から今まで疎遠であった研修に興味が持てた。隙間時間

での気づきが、新たな発見に繋がっているのでこれからも継続したい（多数）。※全教

員が加入しているオンライン研修システム いつでもどこでも視聴できる。 

⚫ 専門性のスキル向上性のために外部研修に参加をし、今求められている事を知り、実

践に活かせるようにした。 

⚫ 研修の参加はもちろん、授業について他の教員の助言を仰ぎ授業力の向上に努めた。 

⚫ 専門教科に対しては予備校主催の研修会に率先して参加した。（多数） 

⚫ 外部研修を積極的に受け自身のスキルの獲得や視野を広げようとした。また自身の研

鑽だけでなく、研修を企画する責任者として若手や中堅への啓発やスキル研修を複数

回行い、教育力向上に努めた。 

⚫ ICTに関する数学ソフトや、ウェルビーイングのオンライン研修に参加し、個人の考

え方をアップデートするための読書にも取り組んだ。 

 

 

 

 

 

平均 
3.48 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素１に対する学校関係者の評価 

⚫ グランドデザインは、何を育てたいのか、さらにはどこが生徒の学びの課題なのか

について、明確に示すことができるため評価できる。 

⚫ 「1－3 研修等の積極的な取り組み」においては、多忙の中、昨年度と比較して積

極的に研修に取り組めたことが伺える。さらなる研修の有効化を目指して、個人研

修テーマの設定⇒研修受講⇒校内での共有⇒研究授業発表会等の校外への発信と

いうサイクルを往還させていくことが必要である。インプットだけでなくアウト

プット（研究授業公開等）も同様に大切である。 

⚫ 昨年他学年の先生のあまり良くない評判を聞いたが、今年度またその先生が同じ

状況になるであろうクラスの担任になっていた。保護者間では学校側の考えに疑

問が出ていた。 

⚫ 教職員と生徒の信頼関係は非常に大事な部分だと思う。これからも生徒がひとり

で悩むことがないよう相談しやすい環境や雰囲気作りをつくっていただきたい。 

⚫ 校外の生徒指導時、教員自らが地域の方々に挨拶を実践し、生徒たちへの良い見本

となっている。散歩等で学校周辺を通る際に出会った生徒たちから挨拶を受ける

と清々しい気分になれる。 

 

 

平均 
3.14 

平均 
3.06 
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評定要素２ 勤務状況・勤務態度  【評価 Ａ】 

2-１．学務および事務的業務は期日を守り適切に行ったか 【評価 Ｂ】 

⚫ 生徒にも常に言い聞かせていることでもあるため、自分が模範となるようにしている。 

⚫ 業務の優先順位を明確にし、確実に行うよう心掛けた（多数）。 

⚫ タイムワークス※の修正を忘れていることがあった。※出退勤管理システム 

⚫ 学校運営は個ではなく職員全員でするものであるので報告連絡相談をまめに行った。 

⚫ 期日を守るだけでなく、できる限り早い段階で確認がしていただけるように意識した。 

⚫ 守ることはできたが、もう少し計画的に行うべきであったと思う。 

⚫ 期日ぎりぎりになってしまったり、間に合わないこともあったので気を付けたい。 

⚫ 自身の能力を見極め、すべての業務を期日通りに処理できるよう、スケジュール管理に努

めた。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

2-２．情報管理および貴重品管理は適切に行ったか 【評価 A】 

⚫ 常に注意を払って適切に管理を行っている。情報の持ち出しをしないことを徹底した（多

数）。 

⚫ 現代社会においては必須事項と考えているので、意識を持って実施している。 

⚫ 机の鍵をしっかり閉め、USB メモリの持ち出しも極力なくすようにした。 

⚫ 情報に関しては持ち出すことなく、職場にてすべて済ませるようにしている。 

⚫ コンプライアンスについての研修もあり、情報管理は徹底した。 

平均 
3.34 

平均 
3.20 
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⚫ もっと意識を高めなければいけないことが時々あった。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

2-３．他の職務・領域にも進んで協力できたか 【評価 Ｂ】 

⚫ 分掌、教科、学年、科の中でも、行事等においても、自分の役割を考え、周囲を見て協

力するよう努めている（多数）。 

⚫ 自分の事で精一杯の中、余裕がなかった（多数）。 

⚫ 色々な先生方とのコミュニケーションを大事にして仕事をした。特に若い先生方には声

がけをして話を聞いたりアドバイスしたりした。 

⚫ 協力体制ができているので、意識して取り組んだ。 

⚫ 科やコースを超えて、英数科のデザイン講座や巻き込まれる形であったが、中学の今川

義元の絵本制作など新しい分野まで展開できたのが収穫であった。 

⚫ 担任・副担、学年、課に捕らわれず、協力ができた。要項に書いてないからとか、自分

の学年じゃないからというような考えよりも、皆で協力していける環境になっていけた

らいいと思う。 

⚫ 今年度のことが昨年度を踏まえてより良くなっていくような提案をするように心がけ

た。 

 

 

平均 
3.60 

平均 
3.62 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

2-４．自己の職務に責任を持ち、工夫・改善を意識して取り組んだか 【評価 Ａ】 

⚫ やるべきことの優先順位や期日などに留意しながら、効率よく、確実に成し遂げる努力

をしている。今後も改善するべきところを意識して取り組みたい（多数）。 

⚫ 責任感は常に持っている（多数）。 

⚫ 学校改革を任されているため、常に工夫・改善が必要と感じている。ただ、あくまで生

徒にとって、または先生方にとって、を考えながら務めることを意識している。 

⚫ 前年踏襲を基本とせず、改善できるところから改善できるよう取り組んだ。授業方法に

ついては今年度多く改善を行った。 

⚫ ICT 教育の推進により様々なことが出来るようになり、とても良い教育環境だと思う。 

⚫ 自己の業務に責任を持ち取り組んだが、わからない、慣れない点も多く工夫・改善とま

ではできなかった。 

⚫ 学期毎に振り返りと反省を行い、必要な場合は周囲の教員と意見交換を行い、取り組み

に改善を加えた。 

⚫ 新カリキュラムにおいての新科目であるキャリア学習や探究学習の内容充実のため外部

と積極的に連携をとりコネクションを広げる工夫や実践を行った。 

⚫ 毎朝 4：30 に起床し、出勤前に必要な自己研鑽を行う習慣をつけた。 

⚫ 現状維持することは後退するという考えのもと、常に新しい取り組みを考えることと、

現状あるものの質を上げることに注力した。 

⚫ 責任感を持って行動することができた。決して現状に満足することのないよう、自分自

身の言動を見直し改善へと繋げようとする、向上意識を持つことができた。 

平均 
2.96 

平均 
3.06 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

評定要素２に対する学校関係者の評価 

⚫ 2－1 学務および事務的業務の確実性」について、学校教育現場では年々提出書類等の

文書作成やその対応が増加傾向にある。前年度踏襲ではなく、精査して可能ものは厳

選していく必要がある。 

⚫ 生徒の情報の取扱いに引き続き気を付けていただきたい。 

⚫ USB メモリの持ち出しを極力なくすようにとあるが、「極力なくす」というのが気に

なる。このご時世、どこでどんな情報等が流出してもおかしくない。紛失リスクもあ

るので、「持ち出し禁止」くらい厳しくても良いのではないか。 

⚫ 情報管理については、学校という特に大量の個人情報を扱う事情から、特に慎重に取

り組んでいると思うが、鞄の置き忘れ、書類・USB の紛失等のニュースが絶えないこ

とから徹底した管理をお願いしたい。 

 

 

評定要素３ 学校運営 【評価 Ｂ】 

（分掌課長・学年主任・科コース主任・教科主任が回答） 

3-１．所属校の教育目的・教育目標、教育方針に沿った企画・運営をしたか 【評価 Ａ】 

⚫ 今年度の普通科方針で定めた、「普通科から国公立合格プロジェクト」だったが、無事に

合格者３名の目標を達成することができた。ただ、学力を伸ばす・人間性を高めるとい

った教育目標に対してはまだまだ達成したとは言えない部分もある。 

平均 
3.26 

平均 
3.36 
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⚫ 目的、目標、方針を理解して企画・運営ができたと思う。企画の意図についても、学年

の先生方に丁寧に説明したつもりである。（多数） 

⚫ グランドデザインを英数科に落とし込んだ EIS という指針をつくり、それを基にした教

育活動を行った。 

⚫ 総合学習の充実のために外部と連携した企画を多数立ち上げた。活動の継続性の観点か

らも、かかわる先生方を企画に巻き込み、その充実をはかった。 

⚫ グランドデザインに沿って行事を行えるようにした。 

⚫ コロナ禍ではあったが、動きを止めずに進みながら、運営をできるような状況を作るこ

とができた 

⚫ 教育目的・教育目標、教育方針に沿った企画や運営はできた部分もあるが、正直に言え

ば教科として方向性を統一できていない部分があることは否めない。 

⚫ もう少し、グランドデザインを意識した取り組みをするようにしたい。 

⚫ 新評価（観点別評価）※を前向きにとらえ、生徒の主体性を高めるような働きかけを教

科の職員と協力してやれた。※本年度高１年からスタートした国が定めた学習評価法。

「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体的な態度」の３観点から評価する。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

 

 

平均 
3.46 

平均 
3.38 
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3-２．各教育活動を振り返り、より教育効果を高めるために新しい企画や工夫・改善策を提

示できたか 【評価 Ｂ】 

⚫ マンネリになることは避け、昨年度の反省の上に立って改善してきた。 

⚫ 芸術専攻の学習との両立を心がけ、練習の時間、方法、休日の設定などを工夫でき

た。 

⚫ 普通科総合進学コースの先生方に学級目標を設定してもらい、それに対して自身の取

り組みに対するルーブリック、取り組んでからの生徒の実情に対するルーブリックを

設定してもらう取り組みをした。初めての試みだが、先生方の中に評価するとはどう

いうことかということを浸透しきれなかったと思う部分がある。 

⚫ 今年度よりスマホ回収箱を作成し、スマホ管理の初期指導を徹底するという企画をし

た。先生方の足並みをそろえて実施するのが難しかった。 

⚫ 伸ばしたい資質に応じた企画を立ち上げた。職業探究ミッションや ESD プロジェク

ト、メンターシステムなど一定の効果が出てきていると感じる。 

⚫ 働き方改革や新学習指導要領に伴い、改善を心がけてきた。 

⚫ ある程度提示することはできたと思うが、もっと活発な議論が交わされて初めて軌道

に乗るものだと思っている。 

⚫ 学習評価に関して、多くの意見を取り入れて実行することができました 

⚫ 高大連携を強めるため学生ファシリテータを導入した。 

⚫ ある程度の内容と質で提案することはできている。他の教員も巻き込んでやっていく

必要がある。 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
2.92 

平均 
3.23 
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3-３．各教員が行う職務全般を掌握し、リーダーシップを発揮したか 【評価 Ｂ】 

⚫ 進捗管理や相談に対して、意見を述べることができた。 

⚫ 学年教員が若く、指導と確認に追われた一年だった。 

⚫ 指示の確認や、情報の共有、相談に応じ、協力体制を大切にした。 

⚫ 自身がすべてをこなすのではなく、各教員と協力して業務にあたるように心がけてい

る。また、進捗や科内のクラスの現状把握のために週 1 の英数科会議を欠かさずに行っ

た。 

⚫ 昨年度よりは、年間行事を意識し、余裕をもっての運営ができたと思います 

⚫ 各業務がスムーズにいっているかの確認はしっかりできたと思うが、問題が起きた時

に、私自身が抱え込むのではなく、先生方に考えて動いてもらうことも必要だったと思

うし、対処の仕方における温度差に悩まされることが多かった。 

⚫ リーダーシップこそとれなかったが、業務全般を掌握できるように努力した。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

3-４．会議等に積極的に参加できたか 【評価 Ａ】 

⚫ 「勉強させていただく」という気持ちをもって、参加できた。 

⚫ 運営委員会は風通しがよいと感じているので、疑問に思うことは質問したり、意見したり

するようにしている。 

⚫ 兼務が多くその分会議も多くなるのが負担であり、通常業務に影響が出ている。 

⚫ 参加者である場合には、積極的に参加し、学年会議については、こまめに開催し、意見交

平均 
2.92 

平均 
3.00 
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換ができた。今後は、学年会議は情報伝達の場だけでなく、より良いクラス運営へ向けて

の議論の場としたい。       

⚫ 会議で意見を活発に求めるような働きがけをした。 

⚫ 連絡事項は必要最低限にとどめ、積極的に話し合い、議論をする時間を増やしたが、もっ

と多くの先生方が意見を言える雰囲気づくりをしないと、私自身を含めた先生方のスキル

アップに繋がらなくなってしまうと思った。 

⚫ 意見が求められる場では率先して発言をして、議題の内容把握に努めた。 

⚫ 計画を立てて、会議に臨むように心がけた。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素 3に対する学校関係者の評価 

⚫ 「3－1 教育目的・目標・方針に沿った企画・運営」については、グランドデザイン

に基づき、各教育活動を紐づけて具体化しようとする試みは評価できる。各教科学

習の方向性の統一に関しては、まず各教科の特性を踏まえて実践し、生徒の学びの

省察を通してどのような力の育成が可能であるか踏まえてグランドデザインとの紐

づけを行うというボトムアップの思考や取り組みも必要である。 

⚫ コロナ禍で、オンラインや WEB での対応が増え、若い先生方に負担がかかりすぎて

いないか懸念している。先生方の仕事量にあまり差があってはいけないと思う。 

⚫ 学年の教職員が若く、先輩の教職員が 1 年中忙しい思いをしていることについて、

平均 
3.31 

平均 
3.15 
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各学年の教職員の配置を、若手とベテランのバランスをよくすれば、一部の教職員

の多忙を防げるのではないか。 

⚫ 会議等も、こどもたちのため、学校のため、教職員のために、一方通行ではなく、

ぜひ有意義な会議にしていただきたい。 

⚫ コロナ禍も収束に向かっているように見られるが、感染者が無くなったわけではな

いので、感染防止等工夫を凝らした学校運営を期待する。 

 

 

評定要素４ 学級指導 【評価 Ｂ】 （学級担任が回答） 

4-１．学級の生徒をよく理解し、掌握しているか 【評価 Ａ】 

⚫ まだわかっていない点は多くあるが、一緒にいる時間数も多く、理解に努力はした。 

⚫ 学級通信で、伝達するべき事柄や想いなどを伝えたり、生徒に書かせたものを紹介した

りしている。 

⚫ 生徒の考えと自分の考えの落差が年々開いてきているのでもう少し、生徒目線で考える

機会を増やしたい。 

⚫ 日々の生徒の観察を怠らず、折に触れて 2 者面談を行い、家庭との連絡を密に行なっ

た。（多数） 

⚫ 「毎日全員と会話をする」を目標に、生徒と交流して学級の生徒を理解しようとした

が、完全に生徒を理解できているわけではない。 

⚫ 朝の様子や日々の学習姿勢などから、普段と異なることがあれば生徒本人に確認を取っ

たり、家庭にも連絡したりして早めの対応を心掛けた。 

⚫ Classi※を利用して生徒の考えていることを把握するよう努め、気になる生徒には声掛け

をするようにした。※全生徒が加入している ICT 教育プラットホーム 学校案内 3 ペー

ジ参照 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

  

 

 

 

 

平均 
3.12 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

4-2．教室内の整理・整頓（清掃・私物管理）の指導を徹底できたか 【評価 Ｂ】 

⚫ 清掃には必ず立ち会い、取り組む。SHR での声掛け、私物が残っていないか確認を欠かさ

ない。 

⚫ 自ら清掃に参加し、清掃指導した。（多数） 

⚫ ロッカーの施錠を働きかけることができた。（多数） 

⚫ 私物管理に関して、課題がでてきたように思う。iPad や財布などの私物の管理がルーズに

なってきているように思う。なぜ行う必要があるのか、どのようにすればいいのかを確認

しながら、生徒が必要性を感じられるような指導を行っていきたい。 

⚫ なぜ清掃をしなければならないのか清掃のあり方や意義など学級通信を用いて、話す機会

を作ることからしていった。 

⚫ 清掃を嫌がる生徒に掃除をさせることはできたが、自ら清掃する生徒へと育てることがで

きなった。 

⚫ クラスの指導の中でも、整理整頓と掃除に関してはより要求した。掃除に関しては大多数

の生徒が前向きに取り組んでいると感じる。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  

 

 

平均 
3.39 

平均 
3.24 
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 ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

4-３．学習意欲を高める指導を十分できたか 【評価 Ｂ】 

⚫ 本格的な受験勉強をどのように行うべきか、さまざまな資料を使いながら、常に伝え続け

た。 

⚫ 教科指導や検定に挑戦などの働きかけをした。進路早期決定者で今までと変わりなく努力

している生徒がいる中で若干、学習意欲が薄れている生徒がいた。 

⚫ 授業やテストを重要視させることに加え、校外の団体などが主催するセミナーやプロジェ

クトにも生徒を参加させた。 

⚫ 毎日の小テストでは、範囲を短く区切ることで学習の成果を感じやすいようにしている。 

⚫ SHR や総合、LHR の中で具体例を出しながら学習の意識づけを行い、改善が見られる生

徒もいたが、受け身の学習を続ける生徒が多かった。（多数） 

⚫ 学習に関して、苦手意識を持つ生徒も多くいるが意識して声をかけた。課題の提出や活動

への参加姿勢など、改善された生徒が多いように思う。 

⚫ 中学３年部では「はばたき学習」を展開し、少人数で生徒の能力にあった指導をすること

ができた。 

⚫ 進路が決まった生徒に対しての指導が不十分だったと感じている。 

⚫ 自己肯定感を高められるような働きかけを意識してきて実際に学力も伸びたが、年間を通

じて持続させることができればもっと良かった。 

⚫ 学習成果につながる質の向上や家庭学習を習慣づけさせる仕掛けの工夫が不十分だった。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.24 

平均 
2.94 
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  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

4-４．諸行事に一生懸命取り組ませることができたか 【評価 Ａ】 

 

⚫ 今年も多くの行事が、制限のある中での実施だったが、高３生にとっては高校最後の行事

なので、特に、クラスメイトとの協力や団結等を意識させるよう、そして、与えられた状

況において、精いっぱい取り組ませるよう、声掛けをした。 

⚫ 行事のたびによくできたことを明確にして誉めるよう心がけ次につなげた。 

⚫ 生徒が自主的に活動することができた。（多数） 

⚫ 人数が少ないながら、一貫生として、行事を楽しむ姿勢を持てるよう話をしている。修学

旅行はとてもいい思い出になった。 

⚫ 苦手な行事であっても自分達の目標を持たせて個人ができたことをクラス全体でたたえる

習慣をつけて取り組ませた。 

⚫ 何事にも前向きかつ能動的に取り組むことで得られるものについて説いている。 

⚫ 「行事に熱いクラス」をモットーにどの行事にも目標を持たせた。 

⚫ できるだけ参加する時間・負担が生徒ごとに偏らないよう、準備～当日までさりげなく調

整した。 

⚫ 様々な行事がある中で、得意でないものにも前向きに参加できるよう呼びかけを行った。

学級全体の雰囲気が前向きなものになるほど、活動を楽しもうとする生徒が多くなってい

くように感じた。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.09 

平均 
3.30 
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  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

4-５．校則・マナーを守らせる指導を徹底できたか 【評価 Ｂ】 

 

⚫ あまり注意をする場面もなく、全体的に指導が大変な生徒はいなかった。 

⚫ 何度言っても心に響かず、同じ注意を何度も受ける生徒がおり、マナーの徹底ができなか

った。 

⚫ 校則は守れているがマナーには欠ける部分があった。 

⚫ ことある毎に校則・マナーに触れ、意識の向上を促している。（多数） 

⚫ 橘中学生として当たり前のレベルを上げられた。 

⚫ できるだけ「規則だから」で済ませることのないように、ルール・マナーの目的と意味を

説明し、考えるように促し、主体的に守る姿勢に繋がるように指導するよう心がけた。

（多数） 

⚫ 担任の目がいかないところでネクタイ・リボンを外す生徒が多かった。 

⚫ 教員間の考えに温度差がある限り 3 年間徹底した指導をすることは難しい。 

⚫ タブレットの指導が難しい。クラス間に指導の差があると生徒の不満がたまる。教員間の

意識の差を埋めなければいけないと感じている。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

平均 
3.52 

平均 
2.94 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

4-６．進路に関する情報・知識を与え、意識を高めることができたか 【評価 Ｂ】 

 

⚫ まず自分が、常に入試に関するさまざまな情報の更新に努めている。 

⚫ 進路への思いをうまく言語化できない生徒に対し、面談を積極的に行った。 

⚫ 自分の１０年後がどうなっているかを考えることから自分の将来のビジョンを明確にして

いくためのアプローチができた。 

⚫ 優良な大学へ進学することの意味や、大学での学びについて話す機会を多くした。 

⚫ 高校、その後の進学、就職、先を見据えた声掛け、動機づけを意識した。（多数） 

⚫ 進路に関して家庭ごとの様々な考え方があるため、そうした部分を受けとめ、本人の意志

を聞きながら話を聞くよう意識した。 

⚫ 情報共有していたが、伝わりきっていなっかた部分があるように感じる。 

⚫ 進路選択から進路実現までのプロセスの中で、個人の思いを揺さぶることができた。目的

のための目標設定や、令和７年入試で変化が伴う学年であることも注意した。 

⚫ 最終的には、親と本人の決めたことを尊重したが、できる限り多くの選択肢を示すことで

深く考えるよう促した。 

⚫ 夏休みのオープンキャンパス参加やインターネットを使った進路調べなどの学級指導に取

り入れ、長期休暇中には進路や学習を意識した生活記録を残す指導をした。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
2.82 

平均 
3.12 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

4-７．保護者との信頼関係を築けたか 【評価 Ａ】 

⚫ 面談でクレームが来たりしたが、信頼関係は築けている。問題解決のために保護者との距

離が近くなりすぎた反省はある。 

⚫ Classi を活用したり、電話をしたりして、必要に応じてできる限り連絡を取り、保護者の

理解を求める努力をした。（多数） 

⚫ 自分としていつものように誠心誠意対応したつもりでいたが、あまり理解を得られないと

感じた保護者もいる。 

⚫ 小さな出来事であってもこまめに連絡をして情報共有を努めた。また学校だけでなく家庭

の様子を知ることで多面的に生徒を捉えるようにした。 

⚫ 協力的な方々ばかりで、担任としてはとても心強かった。積極的にコミュニケーションを

とることで、受け入れていただいたように思う。 

 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

   

 

 

 

 

平均 
3.24 

平均 
3.21 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素 4に対する学校関係者の評価 

⚫ 「4－3 学習意欲を高める指導」については、進路早期決定者等の学修意欲の薄れや指導

の不十分さといった記述が気になる。学習意欲の向上は学級担任だけが担うという事は

ないが、各教科学習等において、進学というゴールを重視する教育から、各教科等の文

化的な価値を学ぶ学習への転換が望まれる（各教科は文化領域から成り立っていること

から鑑みて）。 

⚫ 「4－5 校則・マナー指導」について、ルールやマナーの目的と意味を伝え、生徒にその

価値を獲得させる指導については評価できる。さらに、生徒がよりよい価値観を獲得す

るために、生徒の学校生活における困り感を共有し、その解決策を主体的に探り、自分

たちのルールを創る場が促進されるとさらによい。生徒自身の居場所を自分たちの手で

創る営み、延いては自分たちの社会を自分たちで創る営みにつながると考える。 

⚫ 校則やマナーの指導は良くしていただいていると思います。保護者との関りも、先生方

が努力されているのが分かります。 

⚫ 学級通信的な書面でのコミュニケーションは実際には生徒にも保護者にも意外に伝わり

にくいと思う。やはり、人対人、会話でのコミュニケーションが大事だと思う。 

⚫ 教職員自らが清掃に参加することは大事なことだと思う。清掃の必要性やあり方等はこ

の時期（中高時代）にしっかり指導していくことは非常に価値のあることだと思う。 

⚫ 校則とマナーは違うので、感情的にならず、適切な指導をお願いしたい。 

⚫ 保護者と教職員、生徒と教職員の距離感はほぼほぼ同じだと思う。教職員側の一方的な

話ではなく、多忙の中でもじっくりと話を聞いてあげてほしい。 

⚫ 生徒たちの制服の乱れや言葉遣い等、不快感を受けることもなく、中高生らしさは概ね

良好と思われる。しかし、ほんの一握りの生徒のマナー違反のために全体の印象が悪く

なるのが残念だ。自転車の併走や歩きスマホもたまに見かける。 

 

 

  

平均 
3.36 
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評定要素５ 学級指導 【評価 Ｂ】  （学級副
．
担任※が回答） 

※本校では、副担任には課長や主任が多い 

 5-１．学年業務に積極的に取り組んだか 【評価 Ｂ】 

⚫ 学年主任として、気を配りながら取り組んできた。 

⚫ 学年行事や学年の取り組みでは主任をサポートし、副担ではないクラスの補欠にも買

って出た。 

⚫ 学年の行事の職場体験等を、学年部で協力しながら実施することができた。 

⚫ 副担任の先生方の協力で学年の仕事が回っている。 

⚫ 任せられた仕事だけでなく、自分にできることは積極的に務めた。 

⚫ 英数科と普通科で異なる動きを行うことが多くあったため、協力できない業務もあっ

た。学年の風通しはよく、協力できる部分は協力した。 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

  

5-２．学級経営に関する担任業務を十分補佐できたか 【評価 Ｂ】 

 

⚫ 出来る限りお手伝いしてきたが、十分とは言えない。頼まれた時のみの補佐になってい

る。 

⚫ 主任という立場上、個別クラスのすべてを網羅出来てはいない。 

⚫ 副担であるクラスに関しては、授業に行っていることもあって、生徒に関する内容を担任

とよくコミュニケーション取るようにしている。 

⚫ 担任業務の負担をできるだけ軽くできるように努めた。 

⚫ 副担の人数が少ないため、多くのクラスの補佐を行った。できればフリーで動ける副担 

平均 
3.27 

平均 
3.20 
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任がもう少しいると助かる。 

⚫ こまめに担任の様子を見学したこともあり、以前に比べて担任の方針に沿い、休みや対応

できない際には的確な指示を出すことができた。 

 

9 月 

 

 

２月 

 

 

 

5-３．担当クラスの生徒理解に十分努めたか 【評価 Ｂ】 

 

⚫ 授業を担当していないため、顔と名前を一致させることが大変だった。 

⚫ 声かけを意識してやってきた。 

⚫ 担任をやっているときと比べると限られたものとなってしまうが、副担としての生徒との

関わりの中で生徒理解には十分努めています。 

⚫ あまりかかわる機会は多くなかったが、積極的な声掛けを心掛けた。 

⚫ 生徒の特徴、持病などを理解し、それぞれに合った接し方をするよう努めた。まだ至らな

いところがあると思うので、今後も他の先生の様子を見て参考にしていきたい。 

⚫ 担当クラスの授業等はなかったが、各種学校行事等の場で交流を深めることができた 

⚫ 学年生との顔と名前を一致させることに苦労はしたが、少しでも会話をする機会を増や

し、生徒理解に努めた。 

 

 

平均 
3.13 

平均 
3.20 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 
 

評定要素 5に対する学校関係者の評価 

⚫ 生徒にとって、指導や相談ができる窓口は多い方がよい。「5－3 生徒理解」について

は、学級担任との役割分担が明確化すれば取り組みやすいのではないかと考える。 

⚫ 担任以外からの声かけ、気にかけも大事だと思いますので、引き続き積極的に生徒た

ちへのアプローチを続けていただきたいです。 

⚫ 教職員どうし、協力し合ったり、助けたり、助けられたりで、良い雰囲気だと思う。

教職員がギクシャクしていると生徒たちにそれが伝わるので、今後も良い雰囲気をつ

くっていただきたい。 

⚫ 新任教員はベテラン教員との意思疎通が一番大切である。新任教員への良きアドバイ

スを期待する。 

 

 

評定要素６ 学習指導 【評価 Ｂ】 

6-１．専門的な知識・技能を十分持っているか 【評価 Ｂ】 

⚫ 今年度は小論文の指導に力を入れた。毎日の添削でスキルを自分も磨いた。 

⚫ 知識を増やし、技能を高める努力は常にしている。（多数） 

⚫ 今年度は特に時間的余裕がなく、教材研究も不十分。余裕が欲しい。 

平均 
3.20 

平均 
3.13 
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⚫ まだまだ勉強することがたくさんある。まだまだ知識や技能が足りないと感じている。

（多数） 

⚫ 受験指導が十分に行える学力に達していないと痛感している。 

⚫ iPad を有効に使いより生徒が理解しやすいような工夫ができた。 

⚫ 新しい英語教育が入ってきていますので、自分の知識やスキルを利用した授業展開、コミ

ュニケーション能力の育成を行っています。 

⚫ 授業の質向上のため、私大の過去問や共通テスト問題などを解き、教材研究に力を入れて

いる。 

⚫ 指導要領が新しくなり、教員の立ち位置が変化しているように感じられる。そのなかでも

専門的知識がなければ、生徒を誘導することも難しいと考えられる。その意味合いで、指

導に必要な知識、技能は持っている。 

⚫ 本校の専門教科の先生がたと比較し、知識・技能の向上が必須だと感じている。 

⚫ 新課程に合わせるために、学ぶべきことがまだ多い。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

6-２．解る授業、質の高い授業を行うために授業力向上に努めたか 【評価 Ｂ+】 

 

⚫ 今年度から学習指導要領の改訂に伴って、自分の授業スタイルを大きく変えた。アンケー

トをこの後取るため、その結果から更なる改善をしていきたい。 

⚫ ICT 機器を活用できた。自己満足にならぬよう、留意したい。 

平均 
2.98 

平均 
3.00 
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⚫ ICT をもっと活用したい。ICT の技術を向上させたい。（多数） 

⚫ ICT を取り入れようとしていることで、まだ発展途上の段階なので、逆に黒板をつかって

アナログ的に教えた方が分かりやすいこともある。 

⚫ 講義式の授業から少しずつ脱却し、グループワークを取り入れたり、ディスカッションを

させたりすることを継続的に行っている。（多数） 

⚫ 講義形式になってしまう部分も多く、本当にわかる授業か、質が高かったかは疑問が残る

状況だ。 

⚫ ワークシートや取り組み内容の自己評価をさせることで内容理解に向けた活動を繰り返し

て行った。 

⚫ 学習動画・視覚教材の活用に努めた。（多数） 

⚫ 生徒が「分かった」「また、解きたい」と思えるような声かけや練習問題を意識した。 

⚫ 研究授業を通して、工夫のある授業を行うことができた。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 6-３．小テストや課題を課すことなどで学習内容の定着を図ったか 【評価 Ｂ】 

⚫ テスト実施の限界もわかった。 

⚫ 小テストは同一展開の授業クラスと同じことを実践してきた。課題はテストまでの期間

を考えバランスを考え提示できた。 

⚫ 長期休暇中も含め、内容、量、タイミングが適切であるかどうかをいつも意識した。（多

数） 

平均 
3.18 

平均 
3.27 
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⚫ 小テストは全ての授業集団で数多く実施したが、学習内容の定着まではできなかった。 

⚫ iPad の Web テストを用いて、計画的に進めることができました。 

⚫ ルーブリックも整備し、評価も含めて生徒の学力向上につながるように工夫した。 

⚫ 生徒の学習モチベーションが内的なものから支えられるように仕向けている。 

⚫ レポート課題で書く力を身につけさせることができていると思う。 

⚫ Classi を利用しての小テスト実施など採点や点数の集約の効率化ができた。 

⚫ 小テストは定期的に行っている。もう少し力がつくように工夫しなければいけない。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 
２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

6-４．教材研究、教科研修に積極的に取り組んだか 【評価 Ｂ】 

 

⚫ ICT を使うことは行ったが、それをいい教材に落とし込むことはまだできていない。 

⚫ 毎回プロジェクターで授業を行なった。画像・映像を多用して理解しやすくしようと心が

けた。 

⚫ 新課程元年で教科書が変わったため、これまでの自分がやってきた授業スタイルでは合わ

ない部分が出てきた。この部分は力を入れて取り組んだ。 

⚫ 新学習指導要領にあわせ研究した。（多数） 

⚫ 時間の関係で研究・研修に積極的には取り組めなかった。（多数） 

⚫ 個人での研究は積極的に行っているが、その共有ができていない。この部分は来年の目標

である。 

⚫ 授業準備は 1 つの授業に対して最低でも２時間以上かけて教材研究を行っている。 

平均 
3.29 

平均 
3.18 
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⚫ 反転授業の実施や社会科（教科）における探究学習などさらなる内容の充実のためにはさ

らに時間をかける必要があると感じている。 

⚫ 量、質ともにまだまだ足りていない。不思議と年々授業が難しいと感じるようになってき

ている。 

⚫ 教材研究はしっかり行っているが、教科研修は以前より参加しなくなってしまった。今は

オンライン研修等もあるので参加したい。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

6-５．補習などの課外指導を積極的に行ったか 【評価 Ｂ】 

⚫ 大学受験等の面接練習を積極的に行い指導した。（多数） 

⚫ 進路課や英数科で計画されたものに加え、放課後等を使って個別指導もできる限り行

った。 

⚫ 英検の面接練習や、夏休みの補習など、積極的に取り組んだ。 

⚫ 部活動に出かけてしまう生徒が多い特性上、なかなか積極的にはできなかった。 

⚫ 補習と個別指導で休憩時間と放課後がなくなる。 

⚫ テスト前の補習・夏休みの補習など、目的に沿って行っています。 

⚫ 英語検定の 2 次試験の指導などにはどの生徒にも 3 回から 4 回程度は立ち会うので、

2 次の合格率に寄与していると思う。 

⚫ 補習の機会がなかったが、欠席の続いた生徒には授業時に短い時間でも個別で説明を

加えるなどフォローをした。 

⚫ ８限補習も担当し、特に上位者への到達目標を提示しながら、学力向上に向けた補習

平均 
3.16 

平均 
3.10 



33 

 

を行った。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素 6に対する学校関係者の評価 

⚫ 「6－1 指導者としての専門的な知識・技能」については、各教科等の授業づくりで常葉大

学の教員と連携ができると、さらに教育職員としての学びが深まるのではないだろうか。 

⚫ 「6－2 授業力向上の努力」について、新学習指導要領の新評価について校内で詳細に検討

され、各学年でどのような力を育むのかについて明確にしたことは評価できる。一方、教

科によっては、評価のための学習と捉えられる授業場面が見受けられた。それぞれの知

識・技能が、扱う教科・単元のどのような文化的な価値に紐づいているのか、ということ

を改めて指導者が学び、授業を構成することが必要であると考える。 

⚫ 「6－2 授業力向上の努力」について、ICT 活用についての記述が多く見られるが、ICT はあ

くまでツールであり、最新の文房具であるという認識も必要である。学習の中心となるべ

きもの（各教科等の本質・価値）は何かをしっかりと見極め、文化としての価値を生徒同

士がよりよく探求し合うためのツールとして活用できるようになることが大切である。 

⚫ 学習指導要領の変化等、先生方が勉強しなくてはならないことも多いと思いますが、常に

向上心を持って指導していってほしいと思います。 

平均 
2.82 

平均 
2.96 
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⚫ 指導要領も時代により変化してきているので、教職員の方々も自ら勉強していかなければ

ならず大変だと思うが、橘の教職員としての誇りを持って生徒に向きあってほしい。 

⚫ 小テストや課題等の内容、量、タイミングが適切かどうかは大事なことなので、これから

も意識して準備をお願いしたい。 

 

 

評定要素７ 進路指導・生徒指導  【評価 Ｂ】 

7-１．個別指導などを通してより高い進路目標を持たせる指導ができたか 【評価 Ｂ】 

⚫ LHR（クラス独自の時間）を使って、二者面談を行った。模試の事後指導に力を入れた。

模試結果の資料から、次の学習目標、次の学習計画を明確にするよう意識させた。 

⚫ 個々に応じた対応をし、生徒自身が課題解決に向けて前向きになれるように寄り添った。 

⚫ 生徒一人ひとりとじっくり話をし、その子の本音を引き出し、その都度情報を与えたり、

他の教員に質問に行かせたり、自分自身が他の教員や知り合いに聞いたりして、進路相談

に応じた。 

⚫ 放課後や LHR を使い、2 者面談を多く取り入れ、生徒と話す機会を増やした。（多数） 

⚫ 面接指導を通して、指導した推薦入試受験者の 9 割以上の合格を達成できた。 

⚫ 個別指導で国公立大学の受験指導をおこなったが、合格してくれてよかったと思う。 

⚫ 教科における個別指導にも力を入れたが、推薦における小論文指導や面接指導にも力を入

れ、英数科の推薦合格者も昨年の倍となった。また、高 2 に向けての啓発も行った結果、

意欲的な成果も増加し、高 2 の小論文指導などもすでに開始している。 

⚫ 選択肢を示し、そちらに目を向けさせることはできたが、結局違う道を選んだ。よりハイ

レベルなほうに挑戦しようとする時にも尻込みすることがないよう、学力を伸ばすための

土台をしっかりとしておくことの必要性を痛感した。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

  

 

 

 

 

 

平均 
2.92 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

7-２．生徒個々の能力（学力、特性）を伸ばす指導ができたか 【評価 Ｂ】 

⚫ 特定の生徒に偏ったかという気もする。（多数） 

⚫ 個々に応じた対応を行い、伸ばそうと努めた。将来の目標を意識させ、自分の強みを作る

ことを呼びかけた。 

⚫ 全体的には伸びたが、上位層を伸ばすことができなかった。 

⚫ 定期試験や模擬試験に結果が表れた生徒もいるが、そうではない生徒もいる。（多数） 

⚫ 学力がはっきり伸びてはいないが、取り組む姿勢については改善させることができた。 

⚫ 中学では習熟度別クラスを学年で新たに設定し、個々の能力にあった指導がしやすい環境

を作ることができた。 

⚫ 生徒をよく観察し、良いところを見つけ褒めることに力を入れていた。 

⚫ 実際に能力を伸ばすことができたかと言われるとわからないので継続していきたいと思

う。（多数） 

⚫ 学力に自信がある生徒、そうでない生徒両方共に、英検の合格をだすことができた。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

平均 
3.04 

平均 
2.98 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

7-３．生徒の心情・行動を理解（生徒理解）しようと努めたか 【評価 Ａ】 

⚫ 共感による傾聴を意識しながら話を聞いた。新たな学びがあったよう感じる。 

⚫ 常に「話す」より「聴く」方を意識し、生徒の声を引き出すことを心掛けた。（多数） 

⚫ 生徒にこちらから声をかけ、生徒から話し掛けてきたときはしっかり聴くことを心掛け

た。 

⚫ 何か問題が起きた際は、頭ごなしの注意ではなく、事情を聞くように心がけている。 

⚫ 理解しようと努力はした。生徒ともたくさん話をした。 

⚫ 線を引くところ、寄り添うところを区別して指導した。 

⚫ 試みはするものの、理解し難い生徒もいるのが現状である。担任はじめ他教員とも情報交

換はするが、それでも理解し難い生徒もいる。 

⚫ 手帳・Classi のチェックや日常生活の様子から、気になる生徒には声掛けを行った。 

⚫ 話を聴くことを一番に考え、生徒の変化に少しでも早く気づくことを心掛けられた。 

⚫ 子供たちなりの考えがある、感情があると理解でき言葉をかけられるようになってきたと

感じる 

⚫ 何か目立つ行動の裏には事情があるということは意識して常に生徒とかかわっている。 

⚫ 一人一人の考えが違うことを念頭に置き、理解に努めた。 

 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

平均 
2.94 

平均 
3.40 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

7-４．生徒・保護者の信頼を得ることができているか 【評価 Ｂ】 

⚫ 生徒と保護者に対して真摯に接した。保護者の信頼は得られた気がする。 

⚫ 何か起こったときは、早目早目の対応を心掛けた。 

⚫ 情報の提供や伝達は確実に行うようにし、理解や協力が得られるよう努力している。 

⚫ 実感としてはわからない。 

⚫ 声がけなどの働きかけで、徐々に信頼を得てきた。一部の生徒や保護者には理解を得るの

が難しいと感じた。 

⚫ 三者面談を行なったり、早めの電話連絡を行うことで悩みや相談にのるようにしている。 

⚫ 生徒・保護者に聞いてみなければわからないが、おそらく一定以上は得られていると思

う。（多数） 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.40 

平均 
3.08 

平均 
3.02 
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7-５．進路に関する情報（進学、就職）を積極的に得て、生徒個々の指導に生かせたか  

【評価 Ｂ】 

⚫ 常に入試に関するさまざまな情報の更新に努めている。生徒の進路目標達成への意識を高

めるために、適切な内容、適切なタイミングでの情報提供を心掛けている。「より高きを

目指す」ことを呼びかけた。（多数） 

⚫ 積極的に情報を得ることはできたが、それをうまく活用できたかといえば 100%そうとは

言いがたい。（多数） 

⚫ 国公立大学については積極的に教員対象説明会にも参加し、得た情報を対象生徒に還元し

た。 

⚫ 中堅教員としては情報量の多さが期待されるので、進学情報は常に意識して得るようにし

ている。 

⚫ 過去の OB の話を積極的に話し、進路に対する意識を高めた。 

⚫ 入試情報や受験動向についての情報は適宜発信してきたが、「個々の」という点には課題

が残る。 

⚫ 生徒だけでなく、Classi を使って保護者に情報を発信した。 

 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

 

平均 
3.08 

平均 
2.98 
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7-６．各種検定（英検、漢検、数検など）受験を積極的に呼びかけたか 【評価 Ａ】 

⚫ 検定取得の必要性や重要性について伝え、積極的な受験を呼びかけている。上の級にチャ

レンジしようとする生徒をもっと増やしたい。（多数） 

⚫ いつものように呼びかけを積極的に行った。挑戦者は少なかったが、英検準 2 級と準 1 級

に合格することができた。 

⚫ 高 1・高 2 はたくさん呼び掛けて、たくさん受検させたが、高校 3 年生になってからは個

人的にしか呼びかけなかった。 

⚫ 中学校では漢検，英検が全校実施なので、事前の学習について担任として呼びかけをし

た。 

⚫ 大学進学等、資格取得のメリットを伝え、受験者が増えた。 

⚫ 呼びかけは積極的に行ってきましたが、受験者数はあまり増やすことができなかった。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

7-７．校内外生活に関する指導（校則・マナー、提出物）を徹底できたか 【評価 Ｂ】 

⚫ ルールとマナーの重要性について伝えている。特に、提出物を必ず提出すること、期限を

守ることなど、１年のうちから徹底させる努力と工夫が必要だと感じている。 

⚫ 生活に関する指導は、生徒にとって今後も重要になることを常に意識し、成人年齢が引き

下げられたことも含めてよい振る舞いができるよう HR で繰り返し話をした。（多数） 

⚫ 校内だけでなく、自転車のマナーなど校外の指導も行えた。 

⚫ 校内だけでなく、社会のマナーを何度も伝えた。 

平均 
3.24 

平均 
3.32 
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⚫ 守らなくても何とかなる、出さなくても大丈夫、と思われないよう折り触れて声掛けを行

った。 

⚫ 専門委員・教科係の生徒とともに学級全体に呼びかけを行い、生徒たち自身が意識するよ

う指導に当たった。 

⚫ 声掛けはしているものの、学習面、提出物の状況が芳しくない。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

7-８．学習環境を整える指導（清掃、私物管理）を徹底できたか 【評価 Ａ】 

⚫ 毎日、教室の点検をし、清掃と私物管理をしている。（多数） 

⚫ 学習環境を整えるために清掃活動や整理整頓は生徒と共にしっかり行った。 

⚫ その都度、整理整頓を言い聞かせた。 

⚫ 授業に行った教室で気になることがあれば、生徒ならびに担任に言うようにして

いる。 

⚫ トイレの指導が大切と考え、担当の場所の観察や管理、必要があれば必要なとこ

ろへの連絡・報告、また、人手が足りていないところには出向いている。 

⚫ iPad や財布などの管理に責任を持つという考えを持たせられるように、意識して

指導を行った。 

⚫ コロナ禍ということもあり、清潔を保つことの重要性を説き、徹底させた。 

⚫ 今年の生徒はよく取り組んでいると思う。 

 

平均 
3.12 

平均 
3.10 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

評定要素 7に対する学校関係者の評価 

⚫ 生徒が自身の特性を把握したり、進学の意欲を向上させたりする、教育職員集団及び

個々職員の様々な取り組みは評価できる。生徒や保護者の意向を汲みながらの進路指

導ができていたのではないかと思われる。 

⚫ 思春期は顔や態度には出さないが、やはりどんな事であっても評価されることは嬉し

いと思うので、学力のみではなく、1 人 1 人の特性を見出し、評価してほしいです。 

⚫ 各種学校行事、説明会の際に、学校周辺の交差点等で先生や生徒たちが朝早くから道

案内する姿は挨拶も非常に好感が持てる。朝の挨拶励行は気持ちが良いので続けてい

ただきたい。 

⚫ 進路指導の際はやはり、「進学して何を学びたいのか」、「大学を卒業したらどんな職

業に就きたいのか」という目標を持たせることが大切だと思う。最近の若者は目標を

持てず、目的もわからず、とりあえず世間体だけで進学する子も多いというので、せ

っかく学んだこと、指導したことが無駄にならないよう、親身な指導をお願いした

い。 

⚫ 学校生活は「社会の縮図」であることをぜひご指導いただきたい。 

 

 

平均 
3.30 

平均 
3.32 
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評定要素８ いじめ防止基本方針  【評価 Ａ】 

8-１．生徒個々を観察したり、情報収集したりして、いじめの兆候発見に努めたか 

【評価 Ａ】 

⚫ 少しでも気になる様子が感じられたら、声をかけ、時間をとって話を聞くようにしてい

る。（多数） 

⚫ 休み時間も定期的に教室内をみまわり、生徒の様子を見ている。（多数） 

⚫ アンケートを生かし、未然防止に努めた。 

⚫ いじめについて、起こらないという前提に立つのではなく、起こるかもしれないという

意識を持ち生徒を観察するよう心掛けた。 

⚫ 問題があれば担任とも共有し、面談にも立ち会い、未然に防げたと思う。  

⚫ 観察はしていたが、未然防止につとめること、早期発見につなげることの難しさを知っ

た。見ているだけでは中々気づけない。 

⚫ 多く会話を行い生徒の心情は理解したが、生徒が過剰に反応している部分もあり難しさ

を感じている。 

⚫ 生徒同士での助け合いを呼びかけ、特にコロナ関連の長欠ではお互いにサポートし合え

るよう指導した。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

  

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

平均 
3.52 

平均 
3.58 
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8-２．いじめを把握した場合に「いじめ防止基本方針」にそって速やかに対処できたか 

【評価 Ａ】 

⚫ いじめに対する指導をする機会がなかったが、速やかに対処できるように準備をしてい

た。（多数） 

⚫ 把握した場合は、基本方針に則って対応し、チームで対応を心掛けた。（多数） 

⚫ 自分一人で判断せず、他の先生方に報告、連絡、相談をしながら進めた。 

⚫ いじめ防止基本方針を拠り所にするより、人としてどうかという倫理規範に頼ってしま

った。 

⚫ イジメ防止アンケートや、啓発活動を行った。 

⚫ 軽いからかいがいじめに発展しないように、注意すべきタイミングを誤らないようにし

た。 

⚫ 今年はいじめの事案はなかったが、その手前になりそうなものはあり、すぐに生徒を守

るための行動ができたため、大事にならなかった。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素 8に対する学校関係者の評価 

⚫ 「8－1 生徒観察、情報収集による兆候発見」について、常日頃から生徒の言動に観察

し、関係性に気を配っている様子が伺え、いじめの事前防止に注力していることは評

価できる。 

⚫ 「8－1 生徒観察、情報収集による兆候発見」について、教育職員だけの対策では限界

平均 
3.38 

平均 
3.39 
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がある。教育職員と生徒との「個を大切にする」1 対 1 対応だけでなく、「個を大切に

する集団づくり」という関係性へのアプローチを意識し、構築することが必要である。 

⚫ 見えないいじめの SOS に気づいてほしい。意見を言えない子への配慮や、聞き方を考

えて対応してほしい。 

⚫ いじめの問題は重要で、いじめによる自殺者の増加などが報道されている。生徒の動

静に配慮し、兆候を見逃さない適切な対応をお願いしたい。 

⚫ おふざけといじめは紙一重だと思う。なかなか難しい案件だが、より多くの会話や寄

り添う姿勢で、いじめ等が絶対にない学校にしていただきたい。教職員は見極めや入

り込む部分が難しいと思うが、よろしくお願いしたい。 

 

 

 評定要素９ ＳＮＳ利用やリスクマネジメント 【評価 Ａ】 

 9-１．教員のＳＮＳ利用ガイドラインを遵守しているか 【評価 Ａ】 

⚫ ガイドラインを確認し、遵守している（多数）。 

⚫ そもそも SNS を利用していない（多数）。 

⚫ 管理職よりコンプライアンスに関することは４月から管理職からの注意喚起が度々あ

るので、日常的に意識はしている。 

⚫ 個人情報の漏洩がないようにしている。 

⚫ 遵守しており、就業時間内の私的な利用に関しても基本的には行っていない。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.74 

平均 
3.78 
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 9-２．教育活動におけるリスクを理解し、生徒の安全に配慮しているか 【評価 Ａ】 

⚫ 教員の不祥事の 1 つとしても取り沙汰されているため、十分に気をつけている。（多数） 

⚫ クラス内のトラブルのほとんどで S NS が絡んでいる。改めて難しさを感じた。 

⚫ 生徒の方のアップデートが早く、正直追いついていない。 

⚫ さまざまな危険性について、生徒同士で話し合い、啓発活動を行うようにしている。 

⚫ 教員間におけるハラスメント防止、生徒の個人情報が漏れないように心を配ることができ

た。 

⚫ 先を見通して、ロールモデルをイメージできるように生徒へ伝えている。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

評定要素 9に対する学校関係者の評価 

⚫ SNS はスピードが早く、把握が難しい。教育職員自身の知識の向上も必要であるが、生徒

にとっての SNS の意味（より良い関係構築のため等）を腑に落とすことが大切である。 

⚫ 今の時代、SNS 無しでは通らないので、正しい使い方、SNS 上での礼儀等を指導していた

だきたいです。 

⚫ SNS は今の若者には欠かせないアイテムになっている。禁止することは 100％不可能だ

が、一歩間違えたときの危険性を十分に生徒保護者に伝えてほしい。 

⚫ 昨今 SNS での犯罪報道が多く見られ、知らないうちに犯罪に巻き込まれることがあるの

で、利用に関する危険性を生徒に理解させることを一層意識すべきだ。 

平均 
3.62 

平均 
3.68 
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評定要素１０ 特別活動 【評価 Ａ】 

（部活動、生徒会活動、委員会活動の指導者が回答） 

 １0-1．活動目的・目標を明確にして、意欲を高める指導を行ったか 【評価 Ｂ】 

⚫ 発表会を実施することで一人ひとりが自分の役割を果たし、生徒たちのモチベーション

を高め、良い経験になる。今後も、その成功を一つの目標として取り組ませたい。（多数） 

⚫ 部活動は、できるだけ所属するようにし、委員会や係の仕事は、クラス全員取り組ませ

ている。 

⚫ 大会の成績だけを重視するのではなく、部活動と学習の両立を実現するための指導を行

った。 

⚫ コロナ禍であることで部員の体調不良や人数不足により練習が十分できない状態では

あったが、モチベーションを維持できるよう心掛けた。 

⚫ 活動の先に目指すべき具体的な目標を提示できた課題を系列の大学、周囲の協力から多

く行えた。 

⚫ 部活動の指導は正顧問に任せてしまうことが多かったので、顧問間でも目標・目的をよ

く確認して指導したい。 

⚫ 自然科学部は社会環境学部の先生と共に研究する運びとなり、高大連携する予定だ。 

⚫ 探究活動の一環で、英語での絵本作りが、生徒の学習に対する意欲を高められた。 

⚫ 技術があまりない生徒に対しても目を向けることができたことは大変大きい。 

⚫ 部活動を通して協調性や自身で考え行動する力の育成を目指し、人間性を高めるための

指導を行うことができた。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.14 

平均 
3.22 



47 

 

 10-２．技術的な指導だけでなく、学校生活全般にわたる指導を十分行ったか【評価 Ｂ】 

⚫ 挨拶や清掃など、技術面以外の指導を呼び掛けてきた。（多数） 

⚫ 部活ファーストではなく、学習や生活面での成長を第一に促すことを意識し、指導を

行うことができた。（多数） 

⚫ 人間教育がまだ不十分であると感じる。 

⚫ 武道の特性上、礼儀作法に主軸を置くように指導している。 

⚫ 大会の成績だけを重視するのではなく、学習の両立を実現するための指導を行った。 

⚫ 部員である前に一橘中学生であるということ、さらに他の生徒の模範となるべく指導

した。 

⚫ 学校に応援されるチームになるために、学校生活を大切にすることを徹底できた。 

⚫ 人間力に関わるコミュニケーション能力や周囲を見る力などを身に着けられるように

指導している。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

10-３．生徒・保護者の声を聴くなどして、その心情を十分理解したか【評価 Ｂ】 

⚫ 生徒や保護者の意見を参考に、変えることができるところはすぐに改善していくこと

ができた（多数）。 

⚫ なかなか自分自身の伝えたかった想いと、相手の受け取りの差に困惑した。見方、考

え方を変えて相手の心情を理解していきたい。 

⚫ 生徒が何をどう捉えて活動をしているかと言うことが部活動のモチベーションになっ

平均 
3.22 

平均 
3.18 
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ている。どう参加させていくかというところは一番大事。 

⚫ 父母会との密な情報共有をしながら、学校と保護者がより協力していける体制づくり

を意識した。 

⚫ 保護者集会等がないため、保護者とコミュニケーションは取れていない。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

10-４．生徒に対し適切な休日（週１回以上）や学習時間を与えているか【評価 Ａ】 

⚫ 週１回の活動なので、学習時間にそれほど大きな影響はないだろうと思う。 

⚫ テスト前は、活動せず、学習に専念させている。 

⚫ 週休 2 日（平日に 1 日、休日に 1 日休み）で原則活動している。（多数） 

⚫ 週に 3 日、テスト 1 週間前は活動しない日を設けている。 

⚫ 文武両道できるように、活動内容や活動時間をシーズン毎に変えて、生徒がどちらも

中途半端な状況にならないように活動を計画した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

平均 
3.20 

平均 
3.20 
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9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

  ２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

10-５．用具や備品の管理についての指導を十分行ったか 【評価 Ａ】 

⚫ 部員は用具を丁寧に使用して特に問題なかった。（多数） 

⚫ 道具の大切さや物の管理の徹底、活動できる感謝の気持ちを持つことを常に話をした。 

⚫ 道具など安全に正しく使うよう指導、管理できた。 

⚫ 部室の清掃や荷物整理、自身の荷物管理等を徹底させ、部や学校の施設・設備を利用し

ていることに対する責任を持たせることができた。 

 

  9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

 

 

平均 
3.57 

平均 
3.51 

平均 
3.31 
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２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

 

10-６．活動運営に関わる金銭などの管理・運営を適切に行ったか 【評価 Ａ】 

⚫ 金銭の管理・運営が、副顧問としての主な役割なので、常にさまざまな注意を払って

いる。部費の活用や処理も、正顧問と協力して適切に行っている。 

⚫ 金銭の管理を保護者と協力して管理・運営できた（多数） 

⚫ 保護者会と協力し、金銭は管理した。 

⚫ 実習費等の徴収について現金を極力扱わないように振込み等で、業務が煩雑にならな

いように改善した。 

⚫ 事務的な手続きを怠る事なくやり、必要な集金も保護者へ説明をし、適切な金額を徴

収し、家庭への負担が少なくなるように活動を行った。 

⚫ 貴重品は活動前に全員分回収し、鍵のかかる場所で管理している。 

 

9 月調査時の教員自己評価グラフ 

 

２月調査時の教員自己評価グラフ 

 

平均 
3.37 

平均 
3.58 

平均 
3.57 
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評定要素 10に対する学校関係者の評価 

⚫ 特別活動は、他の学習とは異なる集団の中で、自身の選択で活動を行うことができ

る貴重な機会である。自分で選ぶ機会を尊重し、どう多様な他者とかかわりを創る

ことができるか、引き続き特別活動のねらいに即した力を育んでいただきたい。 

⚫ コロナ禍でも、出来る範囲で行事を行ってあげようという学校側の姿勢がうかがえ

て評価しています。 

⚫ 特に運動部の場合、生徒がどうしても部活ファースト的な考えを持ってしまいがち

だが、部活動の前に「一中学生」、「一高校生」であり、学習・学校生活・ルールや

マナーを守れての部活動であると思う。部活動でどんなに優れていても、学習・学

校生活・ルールやマナーができていないようでは、応援できなくなってしまうの

で、そういう指導を行うことができたと言うことは素晴らしいことだと思う。 

⚫ お金や貴重品、部費や器具、用具の管理もきちんとできているので、これからもよ

ろしくお願いしたい。 

⚫ 全国の各種目有力校における指導者のパワハラなどのニュースが多く見られる。指

導者の振る舞いが部員に与える影響が大きいことを理解して指導してもらいたい。

さらに、全国大会出場の部が増えることを期待する。 

 

以上 

 

 

 

 


